
平成３１年度(2019 年度)事業計画 

 

基本方針 

 我が国の総人口は、平成２０年にピークを迎え、以降減少傾向にある一方で、

６５歳以上の高齢者人口は、昭和２５年以降増加し、総人口に占める高齢者人

口の割合は、平成２９年９月１日現在では２７．７％となり、過去最高となっ

ている。高齢者人口の割合は今後も上昇を続け、第２次ベビーブーム期（昭和

４６年～４９年）に生まれた世代が６５歳以上となる２０４０年には３５．３％

になると推計されている。 

本市における６５歳以上の高齢者人口の割合は、平成３１年２月２８日現在

では４１．７％と県下でも特に高い水準となっており、国と同様、今後も高齢

化の進行が心配されている。 

少子高齢化が進行し人口が減少している現状では、成長力を確保していくた

めに、働く意欲と能力のあるすべての高齢者が年齢にかかわりなく活躍し続け

ることができる「生涯現役社会」を実現することがますます重要となっている。 

このような中で、シルバー人材センター（以下「センター」という。）は地域

の日常生活に密着した就業機会を提供するなどにより、高齢者の「居場所」と

「出番」をつくり、「生涯現役社会」の実現を果たす役割を担っており、併せて

高齢者の生きがいの充実、社会参加の促進を実行し、地域社会の活性化と社会

保障費の削減に寄与しているところである。 

 しかしながら、当センターを取り巻く情勢は会員数及び受注契約額の減少な

ど、依然として厳しい状況が続いていることから、引き続いて会員の拡大と就

業機会の拡大を重要課題として取り組む必要があり、今後とも地域社会の大き

な期待に応えるため、シルバー事業の「自主・自立、共働・共助」という理念

のもと、山口県シルバー人材センター連合会（以下「県シ連」という。）をはじ

め関係諸機関のご支援、ご協力を賜り、事業の推進に取り組んでいくこととす

る。 

 



Ⅰ シルバー人材センター事業 

 

１ 受託事業の推進 

  市内の高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある
地域社会づくりに寄与するため、市内で実施する仕事について、市民、地
方公共団体及び民間事業所から有償で受託し、これをセンターの会員に提
供する。 

２ 職業紹介事業の推進 

  有料職業紹介事業所として、臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易
な業務に係る仕事を希望する市内の高齢者を対象に、法令等を遵守した職
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３ 労働者派遣事業 

  県シ連の労働者派遣事業実施事務所として、センターの会員を対象に、
労働者派遣による就業機会の提供を行うとともに、民間事業所等へ労働者
派遣事業のＰＲ活動を行い、就業機会の拡大、適正就業の推進を図る。 

  具体的内容は次のとおりである。 
(1) 行政機関及び市内事業所への訪問やホームページによる労働者

派遣事業の周知を図る。 
(2) 派遣事業担当者研修会等へ参加し、適正な派遣事業推進のための

職員の資質の向上を図る。 

(3) 法令等を遵守し、請負として受注することが困難な就業に対して、
労働者派遣事業として受託が可能であれば利用を勧める。 

４ 調査研究 

  シルバー人材センター事業（以下「シルバー事業」という。）の発展・
拡充及び質の向上と効率的な運営を図ることを目的とした、会員の希望や
能力等の分析及び発注者を含む地域住民を対象に仕事のニーズ調査やシル
バー事業への評価に関する調査を行う。またシルバー事業の実績の集計等
を定期的に行う。 

５ 普及啓発 

  シルバー事業の意義、活動状況等を市民、事業所に広く知っていただく

ため、効果的かつ効率的な普及啓発活動を推進し、就業機会の拡大を図る
とともに地域高齢者へ入会を促す。 

  具体的内容は次のとおりである。 
(1) 「ながとふるさとまつり」をはじめとする各種イベント等への参

加による展示、販売、リーフレットの配布及びポスターの掲示 
(2) 会員及び会員組織による普及活動の推進 
(3) 役職員による事業所等訪問 
(4) ホームページ、ケーブルテレビでの広報、情報公開 
(5) 10 月の普及啓発月間に合わせた市内各地区の公共施設周辺での

ボランティア活動の実施 
(6) 広報誌「シルバー長門」の発行(年２回) 

 (7) 会員を含む一般市民を対象とした講習会の企画 



 (8) 役職員による市内店舗前での普及啓発活動 
 (9) その他の効果的な普及啓発活動の検討、企画 

６ 安全・適正就業の推進 

会員の就業は「安全が全てに優先する」という基本理念を再認識し、会
員各自が安全・適正就業に努めることが重要であり、就業中の事故や就業
途上での交通事故防止に安全委員会を中心に組織を挙げて全力で取り組み、
「安全第一｣、｢事故ゼロ｣を目指す。また、適正就業においては法令等を遵
守し、不適正就業の改善に引き続き取り組む。 
具体的内容は次のとおりである。 

(1) 安全委員及び安全就業推進員による｢安全パトロール｣、並びに就

業現場の巡回を年３回程度実施し指導を行う。 
  ① 安全委員会    年２回程度開催 
  ② 安全パトロール 年３回程度開催 
(2) 安全保護具(ヘルメット、保護メガネ、安全ベルト等)の着用、使

用器具類、作業環境等についてチェックリストによる作業前安全点
検を励行する。 

(3) 会員の技術向上と安全就業を図るための研修会を開催する。 
(4) 各種研修会、講習会等での安全指導 
(5) 会員に健康診断の受診を勧める。 
(6) 安全標語を募集し、会員の健康管理と安全意識の高揚を図る。 
(7) 交通安全啓発の実施 

７ 就業分野の開拓・拡大 

  市内全域で高齢者が自らの能力や希望に応じた就業機会を享受できるよ
う、就業分野の開拓・拡大に努める。 

  具体的内容は次のとおりである。 
   (1) 役職員による新規受注の開拓  
   (2） 就業時等を利用した会員の口コミによる就業開拓の推進 
   (3) 会員、職員による就業先近隣へのチラシ配布等の実施 
   (4) 独自事業の検討 
   (5) 女性が魅力を感じる職域の拡大及び入会を促進するための企画、

実施 
   (6) 市内の家庭および民間事業所等にシルバー事業で対応可能な仕

事の情報提供をすることによる就業機会の開拓・拡大               
   (7) ホームページ及び地方紙等を活用したシルバー事業のＰＲ 
   (8) 「ながとふるさとまつり」等の地域イベントでのシルバー事業の

ＰＲ 
   (9)  家事援助サービスの受注態勢の整備 
   (10) 労働者派遣事業の推進 
   (11) 事前見積り体制の徹底 
   (12) 技能講習等の開催により、サービスの質の向上を図る。 
   (13)  就業機会と会員の拡大のため、新規に基盤拡大専門員の雇用 
   （14） 空き家管理事業のパンフレット配布等による周知 

８ 関係機関との連携強化 

 地域社会における様々な分野のニーズに応えるため、長門市をはじめと



する関係機関と連携した事業の企画、検討。 
特に昨年度から空き家管理事業について市と協定を締結し、相互に連

携・協力して事業開始したことから、効果的な事業ができるよう取り組む。 

９ 研修事業 

  地域の高齢者及び会員を対象に雇用・就業に繋げる技能講習の実施 

10 相談・情報提供 

  市内の入会を希望する高齢者を対象に入会説明会等の機会を通じ、高齢
者の雇用・就業に関する相談に応じる。またセンター会員を対象にした就
業に対する様々な相談にも、就業相談会等を開催し随時及び定期的に応じ
る。 

  具体的内容は次のとおり   
(1) 入会説明会           年間 24 回開催 
(2) 就業相談会           年間 6 回開催 
(3) 新入会員研修会での情報提供等  年間 51 回開催 
(4) 講習会等での情報提供      随時 

 

 

 

            Ⅱ 法人管理事業 

 1 会員の状況 

    (1) 会員数の目標   会員数            ４８１人 
    (2) 就業機会の目標  就業率           ９４．７％ 
               就業延人員  受託事業   ４３，０００人日 
                     派遣事業     ３，０００人日 
               契約金額   受託事業  ２１７，２６５千円 
                                        派遣事業  １７，０００千円 

２  運営体制の整備と財政基盤の確立 

  公益社団法人として地域の期待と信頼に応えるため、第三次中期基本
計画及び財政健全化計画に基づき効率的な運営に努めるとともに財政基
盤の強化のための諸施策を引き続き積極的に推進する。特に運営の根幹を

なす「会員の増強」を最重要課題として、入会促進につながる様々な方策
の企画・検討を行い、実施に向けて取り組む。 

３ 諸会議の開催 

  当センターの維持運営及び事業運営の執行に関して必要な会議を、次
のとおり開催する。 

 

 

 

 

 

 

会 議 名 開催回数 

定時総会 

理事会 

１回 

７回 


